
春の光がうららかな季節を迎えました。 

平素より、八尾市教育センターの事業にご理解とご協力をいただきありがとうございます。

当センターは、本市の中核市移行に伴い、教育振興に係る拠点施設として現在の高安の地に移

転して、本年度で５年目を迎えました。前身であります教育サポートセンターが平成１７年、

教育相談所が昭和５０年、教育相談室が昭和４８年に開設されたことを振り返りますと、長い

歴史を感じ改めて身の引き締まる思いです。今まで培ってきたものを大切にしつつ、時代の流

れとともに変化を重ねてきたものを取り入れて、取組みを進めてまいります。 

令和４年度は、研究研修係、相談支援係の両係と、幼児教育、情報チームの体制のもと国の

教育改革の動向や本市教育の教育課題を踏まえながら、教育研究・研修、学校 ICＴ活用事業、

教育相談、就学相談、特別支援教育推進事業など、様々な事業を行ってまいります。 

 

教職員研修におきましては、「主体的・対話的で深い学び」等の実現に向け、多様な研修を

実施していきます。前年度は、新型コロナウイルス感染防止対策の観点からリアルタイム（同

時双方向）、オンデマンド（個別録画視聴）研修など従来の集合型研修に加えて ICT を効果的

に活用した研修を実施してまいりました。今後も、感染症対策を行いながら、研修内容によっ

てより効果的な学びにつながるよう実施形態を工夫してまいります。 

また、変化が激しい時代において、教員には、今までの教育実践も大切にしながらも、自律

的に学ぶ姿勢をもち、時代の変化や自らのキャリアステージに応じて求められる資質能力を、

高めていくことが必要とされています。こうしたことを踏まえ、教育課題に応じた教職員研修

の実施や研究を推進し、「学び続ける教員」を支援してまいります。 

 

本センター業務を通して、子ども、保護者、学校を支援し、「認め合い ともに生き未来を切

り拓く 八尾の教育」を推進してまいります。 

今後ともご支援・ご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

八尾市教育センター 

 

所長 打抜 真由美 
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 介助員・看護介助員・特別支援教育支援員

の研修を令和 4 年４月７日（木）午後１時

３０分～２時３０分に行いました。今回は

Zoom によるリアルタイム受講（同時放映）

と集合型による受講を選択しての実施とな

りました。２０名ほどの方は教育センター

で受講されましたが、その他８０名の方は

Ｚoom での受講でした。Zoom での参加者

には事前に招待 URL・ミーティング ID・パ

スコードをお知らせしています。研修内容

は①「勤務について」 ②「特別支援教育

の基礎基本」です。講師は本センター辻佳

与子指導主事が務めました。 

 ＜受講者の感想＞ 

 ・周囲の子どもたちが望ましい対応をしてくれた時に、十分褒められていないことに気付き

ました。（介助員） 

 ・障がいの捉え方として ICF の考え方や合理的配慮の例などはわかりやすく、子どもたち一

人ひとりにあった支援に生かせると思いました。（特別支援教育支援員） 

 ・最初は看護介助員の仕事内容について悩んだが、学級担任と連携しながら支援する役割だ

と分かった。安心・安全を第一に支援していきたい。（看護介助員） 

 

 

 

 

 特別支援コーディネーター研修を令和４年４月

７日（木）午後３時～５時に行いました。対象は

幼稚園・保育園・こども園・小学校・中学校の特

別支援教育コーディネーターです。講義１は「大

阪府の支援教育、八尾市の支援教育の現状につい

て学ぶ」として本センター中嶋巨人指導主事が講

義しました。講義２は「特別支援教育コーディネ

ーターの役割、アセスメントから効果的な支援へ」

として梅花女子大学の伊丹昌一教授にお願いいた

しました。 

６０名以上の受講者は大研修室に集まり、新型コロナウィルス感染拡大防止のため窓を開放

して行いました。幸い春風は心地よく外では桜吹雪が舞いました。 

＜受講者の感想＞ 

・研修内容は大変分かりやすく、担当する生徒の顔を思い浮かべながら聞くことができた。 

・昨年度から夜間学級に支援学級が設置されて担当しているが、今日の研修で「自立活動」の 

方向性が見つかった気がする。 

・あらためて「傾聴」の大切さを感じました。子どもの思い、保護者の思い、他の教員の思い

を「傾聴」していきたいと思う。 

 

＜書籍・雑誌の特別貸し出し＞ 

 教育センターでは、「情報公開コーナー（教科書センターを兼ねる）」

をＢ棟２階に設けて書籍・雑誌等の閲覧や活用をしていただけるよう

にしてまいりました。今年度からは「大研修室１」の後方に研修内容



に沿った書籍や雑誌の一部を配架して貸し出しを行っています。これらの本も２週間貸し出す

ことができますので、ぜひご利用下さい。 

 初任者については研修が5月にもあるので、少し貸出期間を延ばして貸し出しを行いました。

たくさんの初任者が教育に関する本を借りました。「連休中に読んでみよう」との声もあり、

教育センターの書籍が教員の資質向上に役立つことを願います。 
 

＜「５年目の春」＞ 

 教育センターが現在の場所（八尾市水越）に移転して５年目になります。最初は道に迷った

とか違う入り口から入ってしまったとか、いろいろ不慣れなこともありましたが、５年目に入

って受講者の方々も要領が得られたようで、研修専用門（北西）で自転車やバイクを下車し、

所定の位置に整然と停めていかれます。もちろん近隣の商業施設の駐車場に停める様な人はい

ません。受講者の方々の優れたマナーに負けないように、本センターも教育関連施設として環

境整備に努めていきたいと思います。 

 
 

 

 

初任者・新規採用者研修を令和４年４

月８日（金）午後３時～５時に行いまし

た。総勢５１名、うち事務職員２名、栄

養教諭１名です。講義は教育政策課辻本

大祐指導主事から「服務・勤務条件・個

人情報の保護等」について、本センター

川村泰司指導主事より「セルフマネジメ

ント」についてです。 

 コロナ禍の中で、リモートで研修が行

われることが多かったのですが、やはり

実際に集合しての研修では、少人数のグ

ループワークが盛り上がりました。特に

初任者にとっては自分の学校以外に知

り合いもほとんどなく、不安はいろいろあるようです。研修終了後、同じ班になったメンバー

で LINE のグループをつくるなど交流を深めていました.。研修の中で個人情報や情報モラルに

ついても言及していましたが、教師自身 ICT のツールを使いながらより良い使い方を考えてい

くことも必要でしょう。 

＜受講者の感想＞ 

・教職員としての自覚を持ちながら、自分の理想像に向けての具体的な気持ちと目標を再確認

することができた。 

・同じ八尾市で働く人と情報交換できたのでよかった。時間の管理の大切さや授業づくりの目

標をきめることができたのでよかった。 

・服務規定や教育公務員として気を付けなければいけないことは、以前から留意していること

はもちろんであるが改めて考える機会となった。これから働き続けるうえで疎かになってし

まわぬように心がけたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

教育センターＢ棟（東側）の２階に「情報公開コーナー」は常設です。今回は３月から４月

に入った雑誌の誌名と目次の一部を紹介いたします。 

 

「指導と評価」（日本教育評価研究会）４月号 

 ・特集１ 変わる高校教育 

・特集２ ウィズコロナ時代の学校教育 

  

「道徳教育」（明治図書）４月号 

 ・特集 とびっきり楽しい！道徳授業開き完全読本 

 

こころの科学「統合失調症のひろば」（日本評論社）№１９ 2022 年春 

・特集 死について 

 

「月刊学校教育相談」（ほんの森出版）４月号 

 ・特集１ 新年度、短時間で子どもとの信頼関係づくり 

 ・特集２ 異動してきた先生を孤立させないために 

 

「特別支援教育研究」（全日本特別支援教育連盟編集、東洋館出版社）４月号 

 ・特集 年度はじめにやっておきたい１０のこと ～新しい時代の特別支援教育 

 

「初等教育資料」（文部科学省編集 、（株）東洋館出版社発行）４月号 

 ・特集Ⅰ 教育目標の実現 

 ・特集Ⅱ 学習指導要領における指導のポイント 

      「総合的な学習の時間」評価基準の設定と評価方法の工夫改善 

 

「中等教育資料」（文部科学省編集、学事出版）４月号 

 ・特集 スタート！高等学校新学習指導要領 

 

教育科学「国語教育」（明治図書）４月号 

 ・特集 完全保存版 1 人１台端末の国語授業開きパーフェクトガイド 

 ・巻頭特集 ５分でマスター！ １人１台端末授業の基礎知識 

 

教育科学「社会科教育」（明治図書）４月号 

 ・特集 スタートダッシュ大成功！ 社会科授業開き はじめの一歩 

 

「新しい算数研究」（新算数教育研究会編集、東洋館出版社）４月号 

 ・特集 令和の日本型学校教育とこれからの算数の授業づくり 

 

 

 

 

 

 

 

お気づきでしょうか？ 

教育センターにはたくさんの花があります。 

樹木もあります。元中学校ですから当たり前と思われるかもしれませんが、移転してまる４年、

それなりの手を加えて維持しています。何気なく訪れるセンターの風景も、見ようと思わなけれ

ば見えてこないものがあります。来所された際はぜひご覧になって心に潤いを与えていただけた

らと思います。 


